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cue 第 22 号 18 ページにて、超伝導かご型誘導／同期機について










































は、各県 1 台として国内 50 台、人口に比例するとし
て世界で 2500 台の需要が期待されています。建屋コ
スト含め 1 台 150 億円の建設コストが超伝導による小
型化で半減できるとすればその効果は大きく、また、


















































































































さらに、2 極成分にも、周回軌道面に垂直な 2 極成分とそれとは 90 度ずれた 2 極成分がありますが、こ
れらをそれぞれノーマル 2 極成分、スキュー 2 極成分と呼びます（図 7）。
さて、ビスマス系の高温超伝導線で図 8 に示すような 2 極マグネットを製作し、その発生磁場を回転
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国の資金（紹介した例では、科学技術振興機構を funding agency とした研究資金）による科学技術研
究を理解して頂く一助になれば幸いです。
図 11　イットリウム系高温超伝導線の
磁場中での臨界電流
図 12　高温超伝導加速器用マグネットの設計例
（断面における超伝導線の配置）
